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実践報告
高度難聴見への呼気制御のための指導効果
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にi設えるようになりたしづという崩れ 1を宥して
いたむそこで、きちなる有効的なi序文iIliJ御の背
ために担括的fil練とし
を行う事としfニO
て ?W~本!司法数を指標にし
lこJコt，.¥
、メロデイ
十I ，'， }J;( 安 I jI・ )JII)i.~~ Yi引i
に対応した基本)司法数の変化には↑1&1人差がある
ものの、発話に比べて平均JmJ波数が!?Jjし、;i己主が
多く、歌11"11寺のほうが戸の高さ司J刊さが安定して
いることが示1変されている ()IJ事， 2001 ; ))II )j~~ . 
太11，2003)。そのため歌1日は、より自然な発
i市を刊得するための発;子市1料としても迎)IJされ
るIJ能性が.FiJ則される。
1立(i<]に ::fj~lln\ を行うためには、述杭(10で安定
した1子気illJfs:IJが必要となる。 Huslerancl Roclcl-
Marling (1987)は、 ijVJ よl~(1<]に!一分に 1子会Lをす
る方法を会得しないうちは、決して正しく IVl気
を行なえるようにはならないだろう口もし!呼気
が正体に、そして~!づ!日学的に正しい分荒で行な
われさえすれは¥呼吸法官を弛緩させるための
純習などは無)lJである。そのときにはともかく、
呼吸器官のどんな誤った緊張も、もはやあり符
ないということは切らかである。」ということ
を述べている。さらにお牧 (2008)は、長戸を
JTし1ることで‘1子IVl+;~'I~;の弛緩が有効に働き、そ
のがi県として奇j戒が広がることで背楽去~JHこ住
かさがj甘すことを戸楽(1<]見地より指摘してし 1
る。またリハビリテーションの見地においても
も苦戸矯正は戸楽と相通ずることが指摘されて
いる(平野， 2015)。教員、保育-:1-:、:伏子、 f役支名
なとどJのT戸:廿訂7を問出舵;?2i:{十使主するような]時iJ皮白:業人にl戸向A川lけた発
lバ戸1.{主i詰法;や?苛去説痴i川j矯語正と して哀7戸:王をjパ川i日:いた:歌政i明!正目t日i司訓1料:リlはま
多く見られる u利0~W出f' . f麦出野}， 2004 ; Fリ丸 2008; 
I)J劾， 2002) 。しかし、実íhJ[@9~ の発話司IlkW とし
て ::fj~111守をJlJし、る研究は見当たらない。
本研究では L記の課題がある対象児に対し、
"伏 11日に必~:な 11子気 íli lJfIIJの習得と、努力性発戸の
'ji訓戒につなげるために、~;J U(Y己の発戸可能な以
内計をJ!Jし1た戸楽発jt株WIを行い、 1子気illJ御習
得の効洪と、その効県に対ーする家政の立政変化
について追究することを[!(I/~ とする。
JI .方法
1 .研究期間と頻度
{りi究HJ1¥1は、 X1: 5 )Jから X+ 111: 2月までの
8か)J1¥1であった。頻度は30分、全 81日lであっ
たハ
2. 対象児
対象児は、 A!)ItJ[@指導教室(以下、 A難J[@教
京)に在籍する小学21Y.~LのリjJi己であった。
1 j夜半Ji己検討会1寺にことばの I'U~J~ が乏しかっ
たことから、 jヨ:税がi~~il i':liにイ;日談。その後小児
f弘刊病d内iJ什i比ち涜tにてCOR (conχ吋clilionecl01れ‘1刊iばcnlatυlωonrespOlηlse 
a川川uclio川melr川川rη門")γy: 条条 f件4午1: 訟宗)反足ρ)応J之応とLω、リl賠聡I陪~U力J 検干宥正心) をれ行:う が、
ji1引i
ハピリセン夕一にてi川呼Lμ!皮支AI3R(clLlclilory bl三1nstcll
response : J[!~l性 JJì~ 幹JX. k司会在)と COR を行った
ところ、高!支iJiltJ[@(80cll3)と診!tJi'された。31i足IN、
B ろう学校幼稚部へ入開した。そこでは Jr!~l 'jtrl
両市 j去によるコミュニケーションカ竺ì~.であったに
もかかわらず、同級生やその家朕は手話をJTJし、
ることが多かった。対象児はこの手話コミュニ
ケーションの探J完に!日1染めなかった。またIJ:.i丹
の'11で、和維(1<]にy討をlUすことが見られたことか
ら、H]:税の希望{により、 X-111'..1)JにJ丸紅{:I給
している小学校のA!J!iU[@教宅に進級した。
司M1tIJI.J~f:ìll守は 7 良 2 か月であった。コミュニ
ケーションモードは子で、あった。家Jj)~+III)é)Jえは
十11ヨ:、父、iI):、対象児、[l;j-:の 5人。対象JUの党
話はやや不 iり JI庶で I~I 戸が大きい(出向がみられ
た。 Jr!~l)j I~I を Fig.1 に示す。平均 Jr!~l)jレベルは
右上r90clBHL、左lj'99clBHL、tilJW{"y装HJ10B 1r{[ 
は40clB。聴覚障告以外のl先住促としてはlIia)&!、
が認められた。
6j衣9ヶ月 1寺に行った WISC-llIのお!i栄は、全
検査IQ(FIQ) : 89、動イノ'lotl:IQ(PIQ) : 111、言
M{-'It IQ (VIQ) : 71、子?同型J!.何年 (VC): 76、知'j;t
統合 (PO): 110、注意i己tむ(FO): 76、処JIIl述
!支 (PS): 111 であった。このあII'~~ からお'~'jt (iケl'l'j:
IによるJIIlWi:J支や 1[1iNさをJMえる力はあるが、
吉詰指示によるJil解が乏しいこと、また集 11力
がkdeかないために話し干の三業を先読みするな
ど、 I~! 己 rl:I ，C.、 (I/~ な J'Il WI~のもとでのコミュニケー
ションが見られることがil!任救出liより指1むされ
ていた。そのため'JitJW教室では、「イI千に分か
りやすいで、i訴をする」、「お 1(.し、にとって1，'J
きやすいお話のしかたを学ぶJ(担任救出liの折
i与記録より J友粋)というようなコミュニケー
24Lj-
高度 9\H~Jr&l児への 11千気í!il日illJ のための指導効県
ションブ]7.去に i刻する指導 1~11紫が世かれた。
3. 倫理的配慮
筆者が、校長、担任教師、対象児、保護者に
対し口頭と書而において、①本研究の1=1下Jと方
法、②守秘義務の遵守、③{リ|ゲE成果の公表、④
1iH究途中での棄権に限jする説明を行った。その
うえで、校長、担任教師、対象児、 f~守護者竹、ら
{りr究に対する IJX~~ を告:1而にて待た。
4.授業の概要
A!mu出教室内の指導主にて、約30分の1ヂ気illJ
iu:!lを主視した発青指導を隔;lMで8か月 1M]行っ
た。実施J!:JJI¥JI=!=I、!ヨ:組の入院にwうJ受業参)JI意
欲の低下があり、その他風邪による疾や51づま
りの抗;1犬、lIih¥，@、発症などにより授業参加が不可
能なときがあったため、全81を分析対象とし
た。
学~lf[活動は、 導入 ( i宍拶， I~自:ヨ!己の f体本司訪淵lよ司'，J の宇判報l投i告，
I前'j泊iI田証司iのJ段受業終了引1時守寺:カか、ら今E:日:1までで、の振り返り)人、
j忠主ι、の{付休イ本':1掠訣(シヤボン:王i巨:とホイツスルを)月Iい1たi最設
長i呼!呼予気J持三守守イ味布;示お材:らJ川i;t
た発T戸:行干料糾l習)でで、あつた口対象Ji己は努力性発声が
if、められたことから、 Ilf'-IJ及1312・発戸器官のijl
緩がj羽生Itであった。そのため高音
発fi子音j或を1M認するためにピアノの音階に沿っ
て発戸をイjEしたところ、 E1(IJll点ミ)より上の
高?去が出なし斗犬況にあった。そこで、対象児に
とって発T17可能な;走高音である Dぃ(山点レゴ)
をJFJい、主戸発Ti子へ導入することとした。
なお、初回1寺と最終1寺の綬業においては、 i二
記の学習活動は実施せず、絵本「サルjE?とブタ
さん」をiU];b'eし、 トレーニング前後の発i3i-;lk況
を悌三也した。この絵本はヰの1mこえないブタさ
んに、サルくんが岳の存在を教える内容のもの
である。対象見は性絡がIDjるく、クラスの人気
者であった。体が小さく、動きが俊敏な事から、
同級生からサルというあだ名で呼ばれているこ
とが担任教nliより報告があった。また対象児よ
り、好きな動物がサルであることが話られた。
そのため、対象児にとって馴染みゃすい作17で
あると推測し、選択した。この他に字 活動に
は、対象児が興味のある!llJの歌1I日も取り入れた
が、これは対象児が楽しみながら継続的に学習
を行うための子段であるため、今回の州究にお
いて、分析対象には合めなかった。
それぞれの学習活動の様子は、日Ij室にて保護
者(祖母， /ヨ:親)と担任教nHiがモニター観察し
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。? じて生じる
;巴括;するfこめに、 に辻福田のベ…ス
にて諜護者?にインタ
ビューを行ったO
カメラ HDIしXR500V)とリニア PCMレ
コーダー PC前倒050)による
をお:った。デ、ジタルピデ、オカメラは
より友斜めTiI)jに三脚で設躍した。
オカメラの位置は約 2mとしたむ 1)ニア PCM
レコーダーは氾の正記50CJ1に1LJ二設定し
た。先輩が入主する誌からピヂオカメラと
PCMレコーダ…の銭謡・録音ーをnliJ始し
5.テータ
(1)ホイッスルをi次き、
鳴り終わるまでの最長呼気持続時間をストップ
ウォッチ{以下、 SW)にて計測したの計測は 2
、計測された時間を
の計測ではSWの
しながら行い、その時間の比較を
先への教示は、 f今かち笛を吹い
てもらいます合出来るだけ長く 1欠いてみてくだ
さいc 苔が鳴可始めてかち鳴り終わるま
IHJをこのS'vVでiWJります合計il!Jは21m
いますo 1 1司!~!は誌を吹いている問、先生
者)だけが1守]11を見ます口 211 はSWを見な
がらゆ〈し、てもらいますJとしたむ
(2) 指導導入部と
タ
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者 (ACOllsticCore Ver に
ウンドスペクトログラム
(3)脱出の学習
ンタビューを行
情民jし
において気になることム
にぎ{むことム「学育活動を
付いたことよ
や気が付いたことJとしたむ
ナピ 1主総
1 .最長呼気持続時間の推移
対象Jiとがネイッスルを 1大き、
から鳴りおわるまでの最長呼気
り始めて
i討を
。
手WI誌の学官/では、 SWなしで計iWJした場合、
く吹き給めるため、
少と 1i立が1J去し」しかしSWを与2認しながら
を行うと、タイムをやれまそうとするために
をゆっくりと出し、 6.6秒となっ
2 ItIl自の学習においては、 SWなしの場合約5.2
4少に対し、 SWありでは約9.21少となり、若ご「
ではあるものの上昇が見られるむ 3li 
においてはSWなしの場合、約6.5秒に対し、
SW ありではませ 9.4 f少となった。けさll~l
i亘1EI学官とよとすると、それぞれ i二芥はするもの
の、 SWなしと SWありの差法制まらなかったむ
対象児からは、 SWなし1寺の1寺IiJ延長を
が1']かれた。
でl呼気排出を るためにシャボン
王を導入した。筆者が「シャボン主を作ってみ
ると、対象児は努いよく吹き、 IJ、
さなシャボン五をイ'/1':った。次に筆者が「今世;立
大きなシャボンを作ってみてJと教示するい、
はそれを遂行したむ筆者が「どうやっ
ったの?JとIHlうと、対象?とは I/J、さし、シャ
示、ン :1-: は強く I~(いて、大きいシャボン…Eは優し
くi次し、たjとjさえた。次に、筆者が「小さいシャ
ボンの1'r:り方で、ホイッスルを吹いた1寺と大
いシャァドン玉の作り方でホイッスルをiりくしミたら
どうなる?Jとiおうと、「小さいシャボン玉で
1大くと音が強くて、大きいシャボン王だと
出くなるj と答えた I長く吹くためにはどう
したらいい?Jと叩くと、
のように吹く」と答え
以哉、SWなしと SWあち
きし 3シャボン
まり、
4 n:u [1 
秒、 SWあり
おいて、 SWなし
6 1mFIの学習活動において、 SWなしでは
約9.2秒、 SWありでは約9.6秒をノした G
において、 SWなし
な4秒。 5WJ! t~! 
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2.音声の時間j変形から見
(1)指議選入謡と
fヒ
だ{よ)Jの川誌を行い、その
!討を示した。 導入誌の結果 (Fig.3
しは/おと/がしないんだ(よリと
の挿入が見ちれた。また
が入
グラムの縦ijllJ(周波数)方向の濃誌が績j!ill
変 1M] )方向に継続しているしまは、 j辛苦のフオル
マントによるものである。
しないん
にかかるi侍
みると、
に(よ)
指導部にな/の
は約の発声をし
1I宗と 1寺I¥]を見ると、吉像
かった。
秒を示した号先話 1/1]辻3.2秒をぷし、不安な なの大/トが繰り返された。次にサウンドス
ポーズが入ったために淀i陽性は見られなかった ベクトログラムを見ると、低次ブオルマント内
で、 0.1秒より前と、その後ではその共鳴周波
栄を見ると、指導に認め 数の最大f~立が約 1112Hz であったもの詩人 982Hz
ちれた(よ)の挿入は見ちれなか
ることによ母、支出ポーズ
た。 (Fig.3下)。
ブイ…ドJ¥ックした
また1干
し、
とブオー ル
を詳細に見ていくために、サウンドス
ペクト口グラムをJlJし、 サウンドスペクト口
手~' 6 
。
') 
が延び、
も、ある程
度安定していることが分かった。同時にサウン
ドスペクトログラムをみると、低次ブオルマン
トの共鳴最大Ji号波数が約 1100Hzであ号、
まで、…定で為った。さらに、指導前には表れ
ていなかった、より高次のブオルマントがIljJ時
に表れてきたむな.4下)。
。 6 
由令-swな
伊 S¥Vlh、¥1)
Fig.2 最長1手気持続i時間jの推移
ミ令官、活動ごとに 21i:1!iJ!lJ定を行った.それぞれ!日!日はストップウオッグー (SW)を対
象記へ示さずにil!む乙 21[11←1 i:ì ，対象担に S\V を示し広接誌認しながら ;~"I'iJtiJ し
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Fig.3 1星は背がしないんだ(よ)J j'!n読時のi!戸の1寺山波形
指導導入]IIjU二)発話1手!日J3.2秒指導導入後(ド)発fil時I!¥j1.9秒
E 
E邑
? ? ?
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Fig.4 /a/ 発戸Ikj二の jJJ71I の iピj.:II\Ji皮 n~ とサウンドスベクトログラム
指導i主人TiIi (J二) 指導?!主人後(ド)
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，'dJ)交 IJiíí~ J[~t~ 9己への H千気ilJlJ1ll'l!のための指導似~ ;，j~ 
3. 保護者へのインタビュー結果 に分け、保護者より挙げられた について、
保護者である JI):税が抱く対象児の発音に刈ーす
る11];起点をiりjらかにするためにインタビューを
行った。指導f)iJ、指導11JUJ、指導後のカテゴリー
Table 1にまとめた口表記する語句は、なるべく
jす:おb6'発言したものとした。
Table 1 インタビューにてiJられたD):0Hの先己
JHJ前ij I <16 {'j"のli!日出について>
( j 1"111) . /iのiTiA訓終にj本!日Iiがはられた r
I[~~; 'jl (i') ，¥'1 uliに_t:>t、て会 !II~' に J主切れがあと〉
)'111 il j'1.ドらなL寸人/liJきj以りにくいれ
r!)J ，¥/el，¥ (こは iナ'ずつlijLノ人、 まとまり ilなし に
く対象児の行動について>
クラスメイトとの会 J;[~' で)"を/1'，さないことが多い。
目玉'ij受'1:11') に{止、料に J:z を/1'，さない filfi}Jカ~ t~ られた p
f どもから jす初に j，J して、行犯J受業 11，\，には)"を 11'，したくないと ，U~ えがあった勺
<1札進行として対象兇に明むこと>
"1分の，!fにj.Jして1'1日をJ午ってほしいハ
<H1導I}'Jの ftHi分析データから見えるもの>
Ml毛I}訂i，H:えIL¥I:lJが対いことが分かった〔
f!J，l;'iIL')にツ出1] (ポーズ)があり、スムーズにのLめていないことが分かった。
<対象児に対してI~~/怠していること>
何となく fどものメzに述ヰJI'岳はあるものの、!日本(1')にどこが.'l_いのかがは、liがつかなL同
校としてどのように Lたすれば、 g体的にどこが変わっていくのかが分からない r
JuN'(i')に初がWJわっても、 fどもにとってfHIIであるならば必ij;IJはさせたくないr
指導111日J 1<発計の問題について>
(:3 ~()IIIIII) I .;:;の(，;"J，: IUi，j ~誌に]1:1 ~':Iíがはれるものの、1' 1 分で心、の 11'，しんをむ口改してきた c
<f駅前I!jの対象兇の時 fについて>
j位 l;~...t級でのほ業で(之、先生のJιj、が IlfJ き取れていないためキョロキョロオることが多いっ
ここでの折J与はすごく集1'している係 j亡が分かったハ
fどもにこれだけの集"1))があるとは也わなかったっ
í'! tj ず lj~i(t、で先，)，_ ("1'1:行)に/1存とうとする鋭/[1心が集中))を1':らめているのではないかハ
シγボン kとタイムを，¥1りながら 1千二(i!;IJi~jJの勉強をすることでイJ1J を II !'I (J として jfíj立が行わ
れているのかを)1附しているように!さじた。
;"1)析をH!ったう()!r料!~l)t では、 }fr ~~1 ，;{を1'，さないようにお1)i~jl しているため、訂f\ ちよく) ~ iを
/1'，しているようであったc
<指導内のftyit分析データから見えるもの>
M:lとl可ウ(J.¥i1{I，¥1I1Jが似く、 また，Q;メ;IL¥に孝子いよく lれているため、終i!;I¥まで止が似てない
以 fがはてうfかったっ
1 !IJ ~JIj_:)にくい印象を J2 くのはフォルマントが!対{系していることカE分かったf
<対象児に対して託カ{付いたこと>
これまで(，;-:':.:JM1ぞが同紙であったために「バ:をもう少し小さく J、「うるさ Lづという介主
的な};[.jJI、けが多かったことにえがj.Jいたc
IJ勾:1;IJ1，jlとフォルマントがrどもの1t('jに詰;'iWを1)えることが分かったので、 rどもにJ~ 
体的なU士山筑を1'，せるようになった《
JR将校 I <1U干の!I¥J起について>
はい111) . j行司IHliLfiljにJヒベ、 i¥-:I~: liMj ~主ができゐようになった。
以前よりも r どもの 1!fが IlfJ き l伐りやすく、クラスメイトからも IjJ~'ー かけやすくなったことが
ifiMされたハ
f!J)，泣の!と?の.)1iïW1Il~ 'I'I も討にならなくなってきた【
<対象児の行動について>
クラスメイトと WMi(I(Jに)"を使ってE71!日をするようになった
家の "1 や (J;.;~~ の託業11) に 1" を 11'，して ::15: うようになった(まだ n"-f!日立Ii:倣ーではなしリハ
fどもが1" を1'，すことに土jして /'1(，;がついてきた。
<指導l'、jの iT11分析データからはえるもの>
h.ilと1子訂J¥iずし11¥111]が延びており、安定したづ
f!J，b'，し1午の文1¥jのツ;1:lJ(c!{ー ス)がi'j)~した
Ji，'lj/)ょのフォルマントまでがjii2にlれていることからI行j出liJよりら，;[がよく科き、その対決I!J
さJftl)ー ヤすくなったことが分かった、
<対象児に対する立Mi1変化>
これまではnlJ~~ないことが勺た i) liJという与えがとこかにあったっ
fどもぴ)興1"1、をリ1d 1¥すことが1'，~~れは、 J主);えできるようになることもたくさんあるのだ
と訂っかされた A
249 
t~\ )jj(安1Ji_ . }jli:長 {;j1f1J
ν.考察
1 .指導中の計測データの提示が指導効果に
及ぼす影響
対象児が発音指導に対して能動j'1~ に取り組む
ことができた安凶として、指導の 1:1で得られた
効果を対象児1':1身が認識できたことが考えられ
る。本研究では発 ì2rの ~)s{t楚となる i呼気持~0Iéll~J'11 
の変化を対象児がSW で1i'{i~ 認、した。手i1j呆にも示
されたように、 1Ij Il I~1 学習から 3 @Iミi学習にお
いて、対象児の1I乎気持続時!日jはSWなしと SW
ありの場合では SW ありの l~fJ'~の II~}nuに延長が認
められた。これは学習を重ねたことによって習
?与されたものであると考えられる。また、直接
SWを視認することによって、対象児の1ヂ気持
続に対ーする主"i訟が変化したことが抗iJ!Jされる。
しかし、 1I己1;1学習から 3luJ I~l 学習までの、
SWなしと SWありのH寺山の差を見ると、約 3
秒の差が生じており、その ~f~が約まることはな
かった。ここから百える事は、学習i証11.')(を:1TZね
ることや、計測データを直接視認しでも、その
学習が{ilJを意味しているかについて対象児が町
内卒していなければ、効果としてはJIれにくいと
いう事であろう。
そこで筆者は、対象児にシャボンミEを用い、
息の流れ}jについての学宵を提示した。結果に
もiJ'されたように、対象児は大きいシャボン玉
と小さいシャボンニ[の忠、の使いんーの違いについ
て、 ~rj:fí- にフィードパックした。そのうえで 5
li 1] 学習以昨に l呼気付:続Il~fIlJjを計測したとこ
ろ、 SWなしの条件でも呼気持続1=.]:/11を10秒程
度高fí~N:することカ'IIJ能となった。これは料i習を
mねることによって習得されたものであると
える。しかし、 SWありの条件で言l-iJ!Jした場合、
2 10[1学官1寺から 10秒松皮の延長が兄られた
ことから、ねL'1;i 1'0 '1i1f'i'l~ を ft示することにより、
その指導効栄がよりl!IJ効的にJLれる事が分か
る。 うた官 ?I~-到の終按になると、対象児からは
「先生(筆者)、 ー怖にやろう。とごっちが長く続
くか競争♂しようJといった提案が見られるよう
になった。これはi呼気illJfu:1lが可能になったこと
で、対象児の !~I 己 i寺 ÎE!さがJ)!れてきたことがifí~
測される。さらには、上手になりたいといった
内発的動機の i二昇が要因としてあげられよう。
森 (2004)は、iJiWJ惚児は母親や言話訓練を行う
教員からの肯定1:1~ なフィードノ \''J クにより、詞!
題設定を増やすことができ、その有能感から内
発的動機づけが i二がっていくと結論づけてい
る。しかし、月初を合めた保護者や教員からの
フィードパックだけではなく、子ども I~I 身の認
識の変化も内発的動機と 1-'己目ー定感に影響する
ことが*1日明した。
2.教材の選択が指導効果に及ぼす影響
イントネーションや j手話となる i市の計tりは
生得I'I~ に獲得されており (Mampe ， Friederici， 
Christophe、andWermke， 2009)、それに加え、 1m
き取った音を模倣することにより、 1子気fljJ御を
しながら、戸を/Uすことを自然に学習していく。
しかし、主Itl~~l9己の場合、それが困難であるため、
音量訓整の問題と、~*~ 71í二が合まれた発音がq~d致
として/:Uてくる。 高牧 (2008)は、このような
特徴を取り除く場合、従来の発在指導にあるよ
うな仁1)伝や舌の位世に注目するのではなく、裏
目TをJFJいて、 ]j[I;.f:il手?去a，!Uの強化を行うことが
主安であると戸楽発戸見地から述べている。
Cornelius (1 950) は、 )tj~j において大切なこと
として、呼吸のほかに戸1-><:の融合のm安性を述
べている。これは地戸区を支配するyYi;ifjU7と、
表戸区を支配する戸千i;似品;の動きのバランスを
lKりながら使J1Jすることで、 j色戸と五三が一本
化された戸となり、?ま;iT:ーのiVli]1主がJ!Kれるように
なるといった概念を述べている口しかし、
加佐ijJ1咋 I~I 休は不随意運動であるため、その筋
1洋を刺激するためには、 IliIi:1犬Ljl状筋の働きが必
~となる。給状 IF';1)¥筋は I}のI"'Jさを調整するた
めに必~な機能であるが、話戸で、はその部位
が車IJi放されないことが、多くの川究にてゆjらか
にされている。これらのことから、去をJ1Jい
ることで、指令状Ij'!;1犬}JjJの機fjEが生かされ、 T!千;:Wiち
のfl\lJ長 11又桁;をiJl:大される口!)'ilí~lf;0.児の.L!Jj合もこの
裳戸JlJいることで、発戸に必.'Zfなilf命;1犬Ij;1犬筋の
機能を活性化する。そのおij栄として月:i去の純化
がなされ、!l'ilUr!~l児 qw::{( の発告がij!主 ìbえする TíTíndt
? 「
?
?
】
ょうj)支 !l'W~Jrt\ ~I己への 11乎気 ílil日前!のための指導効県
があることが抑止Jlljされる。
本研究の対象児は音量調整の i訓告lt という.~~~題
があったために、 I~I 戸に対して述和感を持って
いた。その認識が音楽授業時のTIØ~ いたくても歌
えないという行動を引き)包こした。板椛 (2010)
が、 11Q1人の教育(1'0ニーズに応じた指導の必要性
を述べているように、この対象児への発音指導
にi安楽を収り込むことは霊安であると筆者は考
えた口
実7討をJFlし、ることが有効ならば、羽Uf@兇への
発日lîfVl I 糾に TIØ~IIWI指導を導入することが明瞭な発
音習得の即効性に繋がる可能性が考えられる。
しかし、対象児の場合歌]l1~1 に w う1I乎気 ilílJ佐IJ に j主1
9!ltが見られた。また音lmに関しては呼吸器'Î~Y ・
発戸出 'Î~\' の弛緩ができず、 E1 より i二の高官ーが 111，
しにくい状況にあった。その段階で、fJkl'I~1 指導を
J1し、ることは、現在古楽に興i床を持っている対
象児が山米ないという苦手意識を持つことにな
り、音楽に対するm否感を抱く ijT能性が考えら
れた。そのため呼気HIJf~IJ と併せて、去発戸へ
導入していくために対象児が発戸i可能な最高音
D1' の i~i・を!日いた発戸料l習に着 [:1 したアプロー
チから rJFJ I;f:ì した。う~:習活動により共I!!ミ周波数が
安定してきたことから、全体の仁!の備えが変化
していることが言える。また!?j次フォルマント
カ"1引i{liにJLれてきたことから、このことは、前
古ーまで合めた口Js:の+NJえ(形状)が、発戸によ
り過したものとなった。対象児からは「本当は
i1楽の授業で;欣いたい 11や党えたいものがあ
る。でも戸が変だから歌わなかった。上手に歌
えるようになるために、忠、の体J訟をj頑張りたい」
といった発ーのfあり、和極的に1!;Jわることカ{liJ
能になった。
子どものJ劾合、定JUJJ'I<]な発戸料ij守やi百jじ"伏11
の株百だけでは飽きが発生する。そのため指導
効米が伴られにくし」対象児が「遊びながらで
きて、切;も覚えられて、楽しい」と発三してい
るように、興味やIYJ心に合わせて教材を提供し
たことで.，1¥ ~:A !0&なく、能動(i<]にlY.りおlむことが
できたことも大きな県民!と考えられる。
3. 学習成果による保護者の意識変化
対象児の指導効果は、保護者、特に旬:親の意
識変化にも影響を及ぼした。 Iヨ:xJ!は、①対象児
の戸の音量調整が気になる、②l陀党1'1句評官I!iにお
いて、会話に流i防itl:がない、③朗読のI!W:に指で
文卒を迫いかけながらゆっくり読むが、定、が統
かずにまとまりがないと述べた。数回の而i妾と
発音指導により符られた対象児の戸の変化が:rF
されたデータの提示を重ねていくことにより、
母親は i(指定しながら)この部分に!?!日躍があ
りそうで、すね。この部分を改善するために家で
は、この教室で学んだことを振り返ると同時に、
財;と j並びながら、対象児が~(に教えるような先
生iねな役割を取らせることで関わってみていま
す。対象児はお世話好きですから、お兄ちゃん
として I~I うナカ f教える立J坊になりなカf ら関わって
いくことでや11びていくような気がします」と述
べている。つまり、月:税は教室で、の発者指導を、
家でlrxりキLlむだけでなく、その結果を踏まえて
対象児に兄妹役割を持たせることで、成長を促す
ようなT夫をした。
また、学習活動の終盤になると、旬:税からは
「これまでの私は対象児に対して ilH来ないと
思う」の述続でした口けれども、少しずつ積み
主ねていくこと。その積み主ねたものが聴覚(iな
長F1íl! iではなく、視覚的にも結果としてJJ!~l るこ
とで、この子にも出来ることがこんなにもあっ
たのだと忠うようになりました。」という
があった。
このように保護者が、対象児の行動に対して
宵定的意義を見出した背景には対象児への指導
効栄が祝訟で、きることで、特に母親が{i'{ít実に J~え
民となって現れていると実感出来るようになっ
たためにj包こったことであろう。
V.まとめと今後の課題
本iÎ)f究では、対象児がsw の 11寺 IIIJ を II~(抜見な
がらi呼気の長さの変化を実感することで、その
効米への意味づけを行うことが附:訟できた。そ
の行動が I~I 己肯定感と内発的動機へと繋がり、
対象児はi呼気ilIJfu:jJを官得した。その結栄、発話
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II~: の流 i陽性に}~:~響を及ぼしたことが判 i則した。
また保設者は対象児の発話の変化を杭党i旬、聴
覚的に詐filすることで、対象児の行動に j寺定的
意義を見I:Uした。しかし、本側究では、短期間
の指導であったため、発&こ必t::7J: 1乎気fl;1jirt:1lの
習得に収まり、Xfkll/l\を JFJ いた指導がi主Ilj!H~であっ
た。
今後の課題として挙げられることは、 1子気iljJ
日jJがIJ能となった対象児に、去T:子発戸を1Ji:)lJし
た歌!IWlをJFいた指導を行い、可欠陥と発話に及ぼ
すについて言及したいと考える。
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inlluencc 01' guidance provicled lIsing ror chilc!ren who have bccome able 10 C0l11rol Iheir 
bt・calhing01 singing and speaking abililies 
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